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研
セ
ミ
ナ
ー

時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

　１９７５（昭和�）年生まれ、神奈川県出身。�年入隊（陸

上自衛隊少年工科学校、生徒�期）。防衛大学校総合安

全保障研究科後期課程修了、博士（安全保障学）。防

大准教授を経て、２０２３年から現職。著書に『大陸反攻

と台湾―中華民国による統一の構想と挫折―』（名古屋

大学出版会、�年）＝第�回「大平正芳記念賞」受賞、

第�回「地域研究コンソーシアム賞」受賞、第８回「猪

木正道賞（正賞）」受賞、第�回「佐伯喜一賞」受賞

＝、『米中対立時代における国際秩序の行方』（東信

堂、�年６月出版予定、大澤傑氏との共編著）がある。

テーマをさらに深掘り

「防研セミナーブリーフィング」

　執筆者の五十嵐専門研究

員が今回のテーマをさらに

深掘りして解説し、防衛省

職員と突っ込んだ議論を行

う「防研セミナーブリーフ

ィング」が５月�日（金）午

後３時～４時まで、市ヶ谷

のＦ１棟６階「国際会議場」

で開かれます。参加者・聴

講者は隊員に限定します。

ご興味ある方は奮ってご参

加ください。▽問い合わせ

＝防研企画調整課�―３２６８

―３１１１（内線２９１７７）まで。

総

統

選

挙

・

立

法

委

員

選

挙

の

結

果

　

２

０

２

４

年

５

月

�

日

、

台

湾

で

は

大

統

領

に

当

た

る

「

中

華

民

国

総

統

」

の

就

任

式

が

行

わ

れ

、

頼

清

徳

政

権

が

発

足

す

る

。

台

湾

は

１

９

４

５

年

以

来

、

中

国

国

民

党

（

以

下

、

国

民

党

）

に

よ

る

事

実

上

の

一

党

独

裁

下

に

置

か

れ

て

い

た

が

、

�

年

に

総

統

の

直

接

選

挙

が

行

わ

れ

、

２

０

０

０

年

の

総

統

選

挙

で

結

成

�

年

目

の

民

主

進

歩

党

（

以

下

、

民

進

党

）

の

陳

水

扁

が

勝

利

し

、

初

め

て

の

政

権

交

代

が

な

さ

れ

た

。

　

そ

れ

以

降

、

総

統

の

任

期

制

限

で

あ

る

２

期

８

年

ご

と

に

国

民

党

と

民

進

党

に

よ

る

政

権

交

代

が

続

い

た

。

だ

が

、

２

０

２

４

年

１

月

の

総

統

選

挙

で

は

、

蔡

英

文

民

進

党

政

権

の

高

支

持

率

を

背

景

に

、

現

職

副

総

統

の

頼

清

徳

が

勝

利

し

、

１

９

９

６

年

以

降

初

め

て

同

一

政

党

が

３

期

連

続

で

政

権

を

握

る

こ

と

が

決

ま

っ

た

。

　

今

回

の

選

挙

に

中

国

が

直

接

的

に

介

入

し

た

確

た

る

証

拠

は

出

さ

れ

て

い

な

い

が

、

権

謀

術

ろ

う

数

を

弄

し

て

「

台

湾

独

立

勢

力

」

と

み

な

す

民

進

党

の

再

選

を

阻

も

う

と

し

て

き

た

と

言

わ

れ

て

い

る

。

　

例

え

ば

、

中

国

は

「

戦

争

か

平

和

か

の

選

択

だ

」

と

い

う

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

盛

ん

に

発

し

て

き

た

が

、

中

国

に

融

和

的

と

さ

れ

る

国

民

党

が

こ

の

「

援

護

射

撃

」

を

利

用

す

る

形

で

選

挙

戦

を

繰

り

広

げ

て

き

た

。

　

総

統

選

挙

と

同

日

に

投

開

票

が

行

わ

れ

た

立

法

委

員

（

国

会

議

員

に

相

当

）

選

挙

で

は

、

与

党

・

民

進

党

は

過

半

数

を

割

る

ば

か

り

で

な

く

、

１

議

席

差

で

第

２

党

に

転

落

し

、

野

党

・

国

民

党

が

第

１

党

の

座

を

奪

還

し

た

。

総

統

と

立

法

院

最

大

党

派

が

異

な

る

「

ね

じ

れ

」

状

態

に

な

る

。

　

た

だ

、

二

大

政

党

と

も

立

法

院

（

１

１

３

議

席

）

の

過

半

数

に

は

届

か

ず

、

新

興

政

党

の

台

湾

民

衆

党

が

キ

ャ

ス

テ

ィ

ン

グ

ボ

ー

ト

を

握

る

こ

と

と

な

っ

た

。

い

ず

れ

に

せ

よ

、

頼

清

徳

の

政

権

運

営

は

前

途

多

難

で

あ

る

。

ど

こ

と

の

統

一

？

ど

こ

か

ら

の

独

立

？

　

台

湾

の

選

挙

は

、

「

統

一

派

」

の

国

民

党

と

「

独

立

派

」

の

民

進

党

と

い

う

二

大

政

党

対

立

の

構

図

で

描

か

れ

て

き

た

。

だ

が

、

台

湾

を

単

純

に

そ

の

よ

う

な

二

元

論

で

議

論

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

　

１

９

４

９

年

に

中

国

大

陸

で

の

内

戦

で

敗

れ

、

中

華

民

国

政

府

を

台

北

に

撤

退

さ

せ

た

国

民

党

は

、

中

国

大

陸

を

奪

還

し

、

祖

国

統

一

す

る

こ

と

を

目

標

に

掲

げ

た

。

　

他

方

、

政

党

結

成

の

自

由

が

な

か

っ

た

１

９

８

６

年

に

結

成

さ

れ

た

民

進

党

は

、

�

年

に

国

民

党

独

裁

に

よ

る

束

縛

か

ら

の

解

放

を

目

指

し

、

い

わ

ゆ

る

「

台

湾

独

立

綱

領

」

を

制

定

し

た

。

だ

が

、

�

年

に

民

進

党

は

、

台

湾

は

事

実

上

す

で

に

独

立

し

た

民

主

国

家

に

な

っ

た

と

い

う

前

提

に

立

ち

、

「

台

湾

独

立

綱

領

」

を

棚

上

げ

し

て

い

る

。

　

確

か

に

起

源

を

た

ど

れ

ば

、

「

統

一

か

、

独

立

か

」

の

二

元

論

で

説

明

で

き

る

。

し

か

し

、

見

落

と

し

て

は

な

ら

な

い

の

は

、

そ

の

主

体

で

あ

る

。

国

民

党

が

目

指

す

「

統

一

」

と

は

、

「

中

華

民

国

」

と

し

て

の

統

一

で

あ

る

。

民

進

党

が

目

指

し

た

「

独

立

」

と

は

、

国

民

党

が

独

裁

を

敷

く

政

府

、

す

な

わ

ち

「

中

華

民

国

」

か

ら

の

独

立

で

あ

る

。

　

台

湾

の

「

統

一

」

「

独

立

」

問

題

を

議

論

す

る

際

、

「

中

華

民

国

」

は

避

け

る

こ

と

が

で

き

な

い

キ

ー

ワ

ー

ド

に

な

る

。

「

中

華

民

国

」

体

制

堅

持

主

張

は

二

大

政

党

共

通

　

今

日

、

民

進

党

に

貼

ら

れ

た

「

独

立

派

」

の

レ

ッ

テ

ル

は

、

２

０

０

０

年

に

政

権

交

代

を

果

た

し

た

陳

水

扁

の

イ

メ

ー

ジ

を

引

き

ず

っ

て

い

る

か

ら

で

あ

ろ

う

。

２

期

８

年

の

間

、

「

ね

じ

れ

」

状

態

が

続

き

、

政

局

が

混

乱

し

て

低

迷

を

続

け

た

陳

水

扁

は

、

２

期

目

に

入

り

、

「

独

立

」

を

ほ

の

め

か

す

こ

と

で

政

権

浮

揚

を

狙

っ

た

。

だ

が

、

民

意

は

そ

れ

を

求

め

て

お

ら

ず

、

支

持

率

は

低

迷

の

一

途

を

た

ど

っ

た

。

　

ま

た

、

国

民

党

に

貼

ら

れ

た

「

統

一

派

」

の

レ

ッ

テ

ル

は

、

２

０

０

８

年

に

政

権

を

奪

還

し

た

馬

英

九

の

イ

メ

ー

ジ

が

強

く

残

っ

て

い

る

か

ら

で

あ

ろ

う

。

　

馬

英

九

は

中

国

と

の

関

係

改

善

に

よ

る

経

済

交

流

の

拡

大

で

景

気

浮

揚

を

目

指

し

た

の

だ

が

、

そ

の

恩

恵

を

広

く

行

き

渡

ら

す

こ

と

が

で

き

ず

、

有

権

者

の

不

満

が

高

ま

っ

た

。

そ

し

て

、

支

持

率

低

迷

に

悩

む

馬

英

九

は

中

国

と

の

「

平

和

協

定

」

に

言

及

し

、

そ

れ

が

世

論

に

「

統

一

」

へ

の

懸

念

を

持

た

せ

た

。

　

だ

が

、

そ

の

馬

英

九

は

「

統

一

」

を

語

る

こ

と

は

あ

っ

て

も

、

「

中

華

人

民

共

和

国

」

へ

の

併

合

と

は

一

言

も

言

っ

て

い

な

い

。

馬

英

九

や

国

民

党

が

主

張

す

る

「

統

一

」

と

は

、

「

中

華

民

国

」

と

し

て

の

統

一

で

あ

る

こ

と

に

耳

を

傾

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

　

で

は

、

新

総

統

の

頼

清

徳

は

、

ど

の

よ

う

な

立

場

な

の

で

あ

ろ

う

か

。

　

頼

清

徳

は

、

か

つ

て

自

身

を

「

台

湾

独

立

の

た

め

の

現

実

的

な

活

動

家

」

と

称

し

、

中

国

の

反

発

を

買

っ

て

い

る

。

だ

が

、

当

選

後

、

頼

清

徳

は

「

台

湾

は

既

に

中

華

民

国

と

い

う

主

権

が

独

立

し

た

国

家

で

あ

る

。

独

立

を

宣

言

す

る

必

要

は

な

い

。

憲

法

に

よ

れ

ば

現

在

の

国

名

は

中

華

民

国

で

あ

る

。

国

名

を

変

更

す

る

計

画

は

な

い

」

と

明

言

し

て

い

る

。

　

台

湾

の

二

大

政

党

と

も

共

通

す

る

の

は

、

「

台

湾

は

中

華

人

民

共

和

国

の

一

部

で

は

な

い

。

中

華

民

国

と

中

華

人

民

共

和

国

は

従

属

関

係

に

な

い

」

と

い

う

主

張

で

あ

る

。

中

国

は

台

湾

侵

攻

に

踏

み

切

る

の

か

　

米

国

が

「

２

０

２

７

年

台

湾

有

事

説

」

を

発

信

す

る

が

、

中

国

は

こ

れ

を

否

定

し

て

い

る

。

そ

の

中

国

は

、

「

反

国

家

分

裂

法

」

に

お

い

て

、

非

平

和

的

方

式

を

行

使

す

る

条

件

と

し

て

「

台

湾

独

立

」

と

明

記

す

る

。

　

２

０

２

７

年

は

、

頼

清

徳

政

権

１

期

目

に

当

た

る

が

、

現

時

点

で

頼

清

徳

が

「

台

湾

独

立

」

を

宣

言

す

る

蓋

然

性

は

極

め

て

け

ん

ぱ

く

ど

う

低

い

。

だ

が

、

中

国

が

堅

白

同

い

異

の

弁

で

頼

清

徳

が

「

台

湾

独

立

」

に

動

い

た

と

認

定

し

、

非

平

和

的

方

式

を

行

使

す

る

可

能

性

は

否

定

で

き

な

い

。

　

日

本

は

東

ア

ジ

ア

の

平

和

と

安

定

の

た

め

に

何

が

で

き

る

の

か

。

一

つ

言

え

る

こ

と

は

、

中

国

は

台

湾

侵

攻

に

踏

み

切

っ

た

際

、

米

国

の

み

な

ら

ず

日

本

も

介

入

す

る

の

で

は

な

い

か

と

疑

心

を

抱

い

て

い

る

。

い

わ

ば

、

日

本

で

台

湾

有

事

へ

の

関

与

を

真

剣

に

議

論

す

る

こ

と

で

、

意

図

せ

ず

と

も

日

本

版

「

戦

略

的

あ

い

ま

い

さ

」

が

成

立

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

　

「

台

湾

有

事

は

日

本

有

事

」

と

い

う

言

説

が

一

般

的

に

な

っ

て

久

し

い

が

、

大

切

な

こ

と

は

、

中

国

に

「

台

湾

侵

攻

が

成

功

す

る

」

と

思

わ

せ

な

い

こ

と

で

あ

る

。

　ボードを作成した「はまな」乗員と

佐世保造修補給所工作部（３月�日）

使命に燃える乗員をイメージ

　【１海補隊】補給艦「はまな」（佐世保）は来

年の就役�周年を記念し、洋上補給（ＲＡＳ：

ＲｅｐｌｅｎｓｈｍｅｎｔＡｔＳｅａ）の回数を表示するＲＡ

Ｓボードを作成、３月�日に完成させた。

　「はまな」は１９９０年３月�日に就役。今年の

同日には洋上補給の累積回数が３５００回を超える

ことから、掌運用士の田代秀一郎准尉が海外の

補給艦が補給ステーション等に掲示しているＲ

ＡＳボードの作成を発案。佐世保造修補給所工

作部の協力を得て、完成させた。

　ボードは海や「はまな」をモチーフにしたデ

ザインで、背景の青色は海、白い文字は波、「は

まな」を略した「ＨＭＮ」の赤い文字は「使命

に真っ赤に燃える」乗員を表している。黒色の

星は、色は任務に就く他の艦を陰で支えている

ことを示し、形は羅針盤を模している。

　工作部の高い技術と、軽量かつ丈夫なアルミ

素材により、取扱いが容易で、洋上でも備え付

けられる仕様。ボードの数字も裏側から差し替

えられ、安全な運用が可能になっている。

　「はまな」は、「洋上補給時の受給艦の士気

高揚だけではなく、艦艇広報でもウェルカムボ

ードとして設置し、一般の人に向けた補給艦の

理解促進に活用したい」としている。

　

海

自

の

護

衛

艦

「

こ

ん

ご

う

」

（

１

護

群

５

護

隊

＝

佐

世

保

）

は

３

月

�

日

か

ら

４

月

６

日

ま

で

の

間

、

横

須

賀

か

ら

沖

縄

東

方

に

か

け

て

の

海

空

域

で

実

施

さ

れ

た

日

米

共

同

訓

練

「

Ｓ

Ｗ

Ａ

Ｔ

Ｔ

�

」

に

参

加

し

た

。

　

訓

練

は

、

海

自

の

戦

術

技

量

と

米

海

軍

と

の

相

互

運

用

性

の

向

上

を

目

的

に

、

２

つ

の

フ

ェ

ー

ズ

で

実

施

さ

れ

た

。

３

月

�

～

�

日

ま

で

が

停

泊

フ

ェ

ー

ズ

で

、

各

種

戦

戦

術

研

究

会

な

ど

を

開

催

。

�

～

４

月

６

日

ま

で

が

洋

上

フ

ェ

ー

ズ

で

、

対

空

戦

、

電

子

戦

な

ど

の

各

種

戦

術

訓

練

や

、

洋

上

補

給

な

ど

を

行

っ

た

。

　

「

こ

ん

ご

う

」

の

ほ

か

、

米

海

軍

か

ら

強

襲

揚

陸

艦

「

ア

メ

リ

カ

」

、

駆

逐

艦

「

デ

ュ

ー

イ

」

「

ヒ

ギ

ン

ズ

」

「

ハ

ワ

ー

ド

」

「

ラ

ル

フ

・

ジ

ョ

ン

ソ

ン

」

、

給

油

艦

「

ユ

ー

コ

ン

」

、

潜

水

艦

が

参

加

し

た

。

　

「

こ

ん

ご

う

」

艦

長

の

川

合

元

１

佐

は

「

こ

の

訓

練

は

元

来

、

米

海

軍

艦

艇

部

隊

の

戦

術

技

量

向

上

を

目

的

に

実

施

さ

れ

て

い

る

も

の

で

、

海

自

は

昨

年

か

ら

参

加

し

て

い

る

。

『

こ

ん

ご

う

』

は

米

海

軍

と

共

に

、

ミ

サ

イ

ル

射

撃

な

ど

昨

今

と

比

べ

て

よ

り

ハ

イ

エ

ン

ド

な

実

戦

的

訓

練

を

通

じ

て

強

固

な

日

米

の

連

携

を

確

認

し

、

戦

術

技

量

と

相

互

運

用

性

の

向

上

を

達

成

し

た

」

と

述

べ

た

。

　

海

自

の

護

衛

艦

「

あ

り

あ

け

」

（

１

護

群

５

護

隊

＝

佐

世

保

）

は

、

４

月

�

、

�

の

両

日

に

東

シ

ナ

海

で

日

米

韓

共

同

訓

練

を

実

施

し

た

。

米

海

軍

、

韓

国

海

軍

と

共

に

各

種

戦

術

訓

練

を

行

い

、

３

カ

国

の

連

携

を

強

化

さ

せ

た

。

　

訓

練

に

参

加

し

た

の

は

、

米

海

軍

か

ら

空

母

「

セ

オ

ド

ア

・

ル

ー

ズ

ベ

ル

ト

」

、

駆

逐

艦

「

ダ

ニ

エ

ル

・

イ

ノ

ウ

エ

」

「

ハ

ワ

ー

ド

」

「

ラ

ッ

セ

ル

」

、

Ｐ

８

Ａ

哨

戒

機

、

韓

国

海

軍

か

ら

駆

逐

艦

「

ソ

エ

・

リ

ュ

・

ソ

ン

ニ

ョ

ン

」

。

日

米

韓

の

艦

艇

と

航

空

機

は

、

リ

ン

ク

エ

ク

サ

サ

イ

ズ

や

海

上

阻

止

訓

練

、

捜

索

救

難

訓

練

、

対

潜

戦

訓

練

を

行

っ

た

。

　

日

本

側

指

揮

官

を

担

任

し

た

第

５

護

衛

隊

司

令

の

後

藤

正

寛

１

佐

は

、

「

今

回

の

共

同

訓

練

は

、

イ

ン

ド

太

平

洋

地

域

の

安

全

保

障

上

の

さ

ま

ざ

ま

な

課

題

に

対

応

す

る

た

め

の

、

日

米

韓

の

協

力

を

推

進

す

る

も

の

。

共

通

の

安

全

保

障

と

繁

栄

を

保

護

す

る

と

共

に

、

ル

ー

ル

に

基

づ

く

国

際

秩

序

を

維

持

し

て

い

く

と

い

う

３

カ

国

の

コ

ミ

ッ

ト

メ

ン

ト

を

示

す

も

の

だ

」

と

述

べ

た

。

　

続

い

て

「

あ

り

あ

け

」

は

�

、

�

の

両

日

に

も

、

東

シ

ナ

海

か

ら

四

国

沖

の

海

空

域

で

日

米

共

同

訓

練

を

実

施

。

「

セ

オ

ド

ア

・

ル

ー

ズ

ベ

ル

ト

」

「

ダ

ニ

エ

ル

・

イ

ノ

ウ

エ

」

「

ラ

ッ

セ

ル

」

、

Ｐ

８

Ａ

哨

戒

機

と

共

に

各

種

戦

術

訓

練

を

行

い

、

同

盟

の

抑

止

力

・

対

処

力

を

強

化

さ

せ

た

。

米空母「セオドア・ルーズベルト」を先頭に航走する日米韓の艦艇（４月�日）＝米軍提供

実

弾

射

撃

訓

練

を

行

う

護

衛

艦

「

こ

ん

ご

う

」

（

３

月

�

日

）

＝

米

軍

提

供

「ありあけ」に着艦する米海軍のヘリコプター（４月�日）

「

こ

ん

ご

う

」

に

着

艦

す

る

米

海

軍

の

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

（

３

月

�

日

）

朝　　　　　雲 （ＡＳＡＧＵＭＯ） 令和６年（��年） 月 日
　

第３５９４号（３）
（毎週木曜日発行）


